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らの中から抗原認識部位の異なる 2 種類の抗 CNP 抗体を利用し、高感度 ELISA(酵素結合免疫吸着)測
定法による体外受精のための鑑別診断法の開発に繋げる。 




日本では現在、7 組に 1 組のカップルが不妊と言
われており、近年の晩婚化に伴いその割合はます
ます増加している。体外受精による出産も今や出
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図 1 卵胞液中の CNP 濃度の RIA による測定 
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